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２ ０ 病 第 ８ 号 の ３

平 成 ２ ０ 年 ５ 月 ２２ 日

各 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー 所 長 様

各 農 業 協 同 組 合 長 （ 営 農担 当 者 ） 様

各 病 害 虫 調 査 協 力 員 様

各 農 業 関 係 機 関 長 ・ 団 体 長 様

京 都 府 病 害 虫 防 除 所長

( 公 印 省 略 )

病 害 虫 発 生 予察 情 報 に つ い て

下 記 の と お り 発 表 し ま した の で 送 付 し ま す 。

病害虫発生予報第４号（６月）

予報の概要

作 物 名 病 害 虫 名 予 想 発 生 量 作 物 名 病 害 虫 名 予 想 発 生 量

<平 年 比 (前 年 比 )> < 平 年 比 ( 前 年 比 )>

葉 い も ち 並 （ 並 ） ｶ ﾝｻ ﾞﾜ ﾊﾀ ﾞﾆ 山 城 ： や や少 (少 )

ﾆ ｶﾒｲ ﾁｭ ｳ 並 （ 並 ） 丹 波 ： や や多 (多 )

（ 第 １ 世 代 ） チ ャ ノ ミ ド リ ヒ メ ヨ コ バ イ 並 ( 山 城 ： や や 少 )

イ ネ ﾋ ﾒﾄﾋ ﾞｳ ﾝｶ や や少 （ や や少 ） チ ャ ( 丹 波 ：少 )

縞 葉 枯 病 並 （ 並 ） ｸ ﾜｼ ﾛｶｲ ｶﾞﾗ ﾑｼ 山 城 ：並 （ 並 ）

ﾂ ﾏｸﾞ ﾛﾖ ｺﾊ ﾞｲ 少 （ 少 ） 丹 波 ： や や多 (や や 少 )

ｲ ﾈﾐｽ ﾞｿ ﾞｳ ﾑｼ や や 多 ( や や多 )

ナ シ 黒 斑 病 並 （ や や多 ） ｷｭ ｳﾘ ､ 疫 病 並 （ 並 ）

黒 星 病 や や 多 （ 並 ） ﾄﾏ ﾄ等 褐 色 腐 敗 病

ブ ド ウ べ と 病 並 （ や や 多 ） ｷｭ ｳﾘ べ と 病 並 （ 並 ）

ﾌ ﾀﾃﾝ ﾋﾒ ﾖｺ ﾊﾞ ｲ 並 （ 並 ）

ｷｭ ｳﾘ、 斑 点 細 菌 病 並 （ 並 ）

カ キ 落 葉 病 や や 少 ﾄｳ ｶﾞﾗ ｼ

う ど ん こ 病 並 （ 並 ）

ｷｭ ｳﾘ 、 う ど ん こ 病 並 （ 並 ）

ｶ ﾝｷ ﾂ､ ト マ ト等

ﾅ ｼ､ ハ ダ ニ 類 並 （ や や 多 ）

ﾌ ﾞﾄ ﾞｳ さ び 病 並 （ や や多 ）

ネ ギ ﾈ ｷﾞ ﾊﾓｸ ﾞﾘﾊ ﾞｴ や や 多 （多 ）

果 樹 全 般 カ メ ム シ 類 や や 多 （ 多 ） ﾈ ｷﾞ ｱｻ ﾞﾐ ｳﾏ 並 （ や や少 ）

も ち 病 並 （ 並 ） ﾅｽ ､ﾄ ﾏﾄ ｱ ﾌﾞ ﾗﾑ ｼ類 と や や 多 (や や多 )

ﾁ ｬﾉｺ ｶｸ ﾓﾝ ﾊﾏ ｷ や や多 ( 山 城 ：並 ) ｷｭ ｳﾘ等 ﾓ ｻﾞ ｲｸ病

チ ャ ( 丹 波 ： や や 多 )

ﾁ ｬﾉﾎ ｿｶ ﾞ や や多 ( 山 城 ： や や 多 ) 果 菜 類 ハ ダ ニ 類 や や 多 (や や多 )

( 丹 波 ：並 ) ｱ ｻﾞ ﾐｳ ﾏ類 並 （ や や少 ）

ﾁ ｬﾉｷ ｲﾛ ｱｻ ﾞﾐ ｳﾏ 山 城 ： や や多 (並 )

丹 波 ：並 (や や少 ) ア ブ ラ ナ科 コ ナ ガ や や 少 （少 ）

野 菜
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Ⅰ 用語の定 義

１ 半 旬 の と り 方

第 1半 旬 第 2半 旬 第 3半 旬 第 4半 旬 第 5半旬 第 6半 旬

各 月 の 1～ 5 6～ 10 11～ 15 1 6～ 20 21～ 2 5 26～ 最終

日 日 日 日 日 日

２ 発 生 量 － － － 病 害 虫 の発 生 程 度 と 広 が り の 両 面を 加 味 し た も の を い う 。

３ 発 生 及 び 被 害 等 の 程 度－ － － 程 度 は 甚 、 多 、 中、 少 、 無 の ５ 段 階 に 分 ける 。

そ れ ぞ れ の 病 害 虫 の 基準 に つ い て は 各 作 物 の 項参 照 。

４ 平 年 値 － － － 原 則 と して 過 去 1 0か 年 の 平 均 と する 。

デ ー タ が 1 0年 に 満 た な い 場 合 は 例年 値 と す る 。

５ 平 年 値 と の 比 較

１ ） 時 期

平 年 並 平 年 値 を中 心 と し て 前 後 ２ 日 以 内

や や 早 い 平 年 値 より ３ ～ ５ 日 早 い

や や 遅 い 平 年 値 より ３ ～ ５ 日 遅 い

早 い 平 年 値 より ６ 日 以 上 早 い

遅 い 平 年 値 より ６ 日 以 上 遅 い

２ ） 量 （ 発 生 量 、 発 生 面積 等 ）

平 年 並 平 年 値 並の 発 生 で 1 0年 間 に ４ 回 は発 生 す る 程 度 の 普 通 の 量

や や 多 い ｢平 年 並 ｣よ り 発 生 が 多 く 、 10年 間に ２ 回 程 度 の 頻 度 で 発 生す る 量

や や 少 な い ｢平 年 並 ｣よ り 発 生 が 少 な く 、 10年間 に ２ 回 程 度 の 頻 度 で 発生 す る

量

多 い ｢や や 多 い ｣よ り 多 く 、 10年 間 に １回 程 度 し か 発 生 し な い 量

少 な い ｢や や 少 な い ｣よ り 少 な く 、 10年 間に １ 回 程 度 し か 発 生 し ない 量

－ 農 薬 の 使用 に あ た っ て は 使 用 基 準を 遵 守 す る こ と －
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Ⅱ 予報本 文の見方

（ 例 ）

 ３ チャノコカクモンハマキ 
 

 予報内容  発生量：山城 平年比少ない （前年比少ない） 

           丹波 平年比やや多い（前年比やや多い） 

       発生時期：第３世代幼虫ふ化期８月第３～４半旬（平年並） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 予報の根拠 

 （１）７月中旬現在、第２世代の発生量は山城で平年比少なく（－）、丹波でやや多い（＋）。

（２）第１世代成虫のフェロモントラップへの誘殺盛期は平年並であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  発生生態及び防除上注意すべき事項 

  （１）通常、４回世代を繰り返し、第２世代成虫が７月下旬～８月上中旬に発生し 

   産卵する。 

 （２）ふ化した幼虫は成長すると、葉を綴って食害するようになり、薬剤がかかり 

   にくくなるので、ふ化直後の若齢幼虫期の防除が効果的である。 

 

 
 
 
 
 

・「予報内容」は、今後の病害虫発生状況や発生時期の予測を平年比として示しています。 
・平年比の考え方は、「I 用語の定義」の「５平年値との比較」を参照してください。 
・（ ）内の前年比は前年の実際の発生量（時期）との比較を示しています。 
・必要に応じて地域別に示しています。 
 

・「予報の根拠」は、巡回調査の結果、天候、フェロモントラップへの誘殺状況、指導機関

からの情報等、「予報内容」で示した発生量や発生時期の根拠となった事項を示していま

す。 
・文中の（－）、（＋）は、発生量の予想に影響を及ぼすと考えられるもので、（－）の場合

は発生量が少なくなる要因、（＋）は発生量は多くなる要因を示します。 
 

・「発生生態及び防除上注意すべき事項」は、当該病害虫の生態、薬剤防除や耕種的防除

上の留意事項、要防除水準等を示しています。 
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Ⅱ 近畿地方 １か月予報

（５月１ ７日から６月 １６日までの 天候見通し）

平 成 ２ ０ 年 ５ 月 １６ 日

大 阪 管 区 気 象 台 発 表

＜ 予 想 さ れ る 向 こ う １ か月 の 天 候 ＞

向 こ う １ か 月 の 出 現 の可 能 性 が 最 も 大 き い 天 候と 特 徴 の あ る 気 温 、 降 水量 等 の 確

率 は 以 下 の と お り で す 。

天 気 は 数 日 の 周 期 で 変わ る で し ょ う 。

向 こ う １ か 月 の 気 温 は、 高 い 確 率 ５ ０ ％ で す 。

週 別 の 気 温 は 、 １ 週 目は 平 年 並 の 確 率 ５ ０ ％ 、２ 週 目 と ３ ～ ４ 週 目 は 平年 並 ま た

は 高 い 確 率 と も に ４ ０ ％で す 。

＜ 向 こ う １ か 月の 気 温 、 降 水 量 、 日 照 時間 の 各 階 級 の 確 率 （ ％ ）＞

低 い （ 少 な い ） 平 年 並 高 い（ 多 い ）

気 温 ２ ０ ３ ０ ５ ０

降 水 量 ３ ０ ４ ０ ３ ０

日 照 時 ３ ０ ４ ０ ３ ０

※ 注 意

大 阪 管 区 気 象 台 か ら 発表 さ れ る 天 候 の １ か 月 予報 の 表 現 が 、 平 成 １ ８ 年９ 月

２ ５ 日 以 降 変 わ り ま し た。

こ れ ま で 病 害 虫 発 生 予察 の 一 つ 根 拠 と し て い た天 候 の １ か 月 予 報 の 表 現と 整

合 性 を と る た め 、 病 害 虫防 除 所 で は 上 記 の 天 候 の１ か 月 予 報 の 表 現 を 「 向こ う

１ か 月 の 気 温 は 高 く 、 降水 量 、 日 照 時 間 は 平 年 並と 予 想 さ れ て い る 。 」 とし ま

し た 。

Ⅲ お知らせ

※残留農薬基準等のポジティブリスト制度導入に伴う農薬適正使用の徹底

について

平 成 １ ８ 年 ５ 月 29日よ り 食 品 衛 生 法 に 基 づ くポ ジ テ ィ ブ リ ス ト 制 度 が導 入 さ れ 、

い ま ま で 残 留 基 準 値 が定 め ら れ て い な か っ た 農薬 成 分 と 農 作 物 の 組 み 合わ せ に も 、

新 た に 国 際 基 準 等 を 参考 と し て 暫 定 的 な 基 準 値が 設 定 さ れ る と と も に 、参 考 と な

る 基 準 が な い 場 合 に は一 律 基 準 （ 人 の 健 康 を 損な う お そ れ の な い 量 ； 0.0 1p pm） が

適 用 さ れ 、 基 準 値 を 超え て 農 薬 が 残 留 す る 食 品（ 農 産 物 等 ） の 流 通 が 禁止 と な り

ま し た 。

こ の た め 、 農 薬 の 適正 使 用 は も ち ろ ん の こ と、 周 り の 圃 場 の 作 物 へ 農薬 が 飛 散

（ ド リ フ ト ） し な い よう に 十 分 注 意 し て く だ さい 。

ま た 、 水 田 に お い て農 薬 を 使 用 す る と き は 農薬 の ラ ベ ル に 記 載 さ れ てい る 止 水

に 関 す る 注 意 事 項 等 を確 認 す る と と も に 、 止 水期 間 を １ 週 間 程 度 と し 、止 水 期 間

の 農 薬 の 流 出 を 防 止 する た め に 必 要 な 水 管 理 や畦 畔 整 備 等 の 措 置 を 講 じる よ う 努

め て く だ さ い 。
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Ⅳ 予報本文

イネ

１ 葉 い も ち

予 報 内 容 発 生 量 ：平 年 並 （ 前 年 並 ）

発 生 時 期 ：初 発 生 時 期 ６ 月 第 ５ 半旬 （ 平 年 並 ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 苗で の 発 生 を 認 め て い な い。

（ ２ ） 前 年 の 穂 い も ち の発 生 量 は 平 年 並 。

（ ３ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く 、 降 水 量 、 日 照時 間 は 平 年 並 と 予 想 さ れて い る 。

（ ４ ） 長 期 持 続 型 箱 施 用剤 の 普 及 率 が 高 ま っ て いる （ － ） 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 空 気 伝 染 し 、 発 病適 温 は １ ４ ～ ３ ０ ℃ （ 最適 ２ ５ ℃ ） で あ る 。 降 雨あ る い は

霧 な ど に よ っ て 長 時間 イ ネ が 濡 れ 続 け る 場 合は 感 染 に 好 適 で あ る 。 湿度 が 高 い

と 病 斑 の 進 展 、 胞 子の 形 成 量 は 高 ま る 。

（ ２ ） 補 植 用 苗 を そ の まま 放 置 す る と 、 葉 い も ちの 発 生 源 と な る 。 補 植 後、 速 や か

に 残 り 苗 を 処 分 す る。

（ ３ ） ほ 場 を 見 回 り 、 肥料 が ム ラ 効 き し て い る とこ ろ を 中 心 に 、 下 葉 に 発病 し て い

な い か ど う か 調 べ る。 特 に 、 畑 作 跡 で は 注 意す る 。

（ ４ ） 長 期 持 続 型 箱 施 用剤 を 使 用 し て い な い 多 肥田 や 山 間 、 山 沿 い 等 の 発生 し や す

い ほ 場 で は 、 曇 雨 天が 続 く 場 合 、 ６ 月 中 旬 頃に 予 防 の た め 粒 剤 な ど を施 用 す る 。

（ ５ ） 平 成 １ ６ ， １ ７ 年度 の 調 査 で Ｍ Ｂ Ｉ － Ｄ 剤耐 性 い も ち 病 菌 が 一 部 地域 で 確 認

さ れ た の で 、 薬 剤 の選 定 に あ た っ て は 注 意 する 。

Ｍ Ｂ Ｉ － Ｄ 剤 ： カル プ ロ パ ミ ド （ 商 品 名 ：ウ ィ ン な ど ） 、 ジ ク ロ シメ ッ ト

（ 商 品 名 ： デ ラ ウ スな ど ） 、 フ ェ ノ キ サ ニ ル（ 商 品 名 ： ア チ ー ブ な ど）

２ ニ カ メ イ チ ュ ウ 第 １ 世代

予 報 内 容 発 生 量： 平 年 並 （ 前 年 並 ）

発 蛾 最 盛 期： ６ 月 第 ４ 半 旬 （ 平 年 並）

予 報 の 根 拠

（ １ ） 前 年 秋 期 の 発 生 は平 年 並 で 、 越 冬 量 は 平 年並 と 見 込 ま れ る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 稲 ワ ラ や 刈 り 株 等で 幼 虫 越 冬 し 、 年 ２ 回 発生 す る 。

（ ２ ） 山 城 地 域 平 坦 部 の野 菜 ・ チ ャ ・ イ チ ジ ク 栽培 地 域 等 で 発 生 し や す い。

（ ３ ） ６ 月 末 に 葉 鞘 変 色茎 の 割 合 が 全 体 の ５ ％ 以上 の 場 合 、 そ の ま ま 放 置す る と 経

済 的 被 害 が 発 生 す る。

３ ヒ メ ト ビ ウ ン カ と 縞 葉枯 病

予 報 内 容 発 生 量 ：ヒ メ ト ビ ウ ン カ 平 年 比や や 少 な い （ 前 年 比 や や少 な い ）

縞 葉 枯 病 平 年 並（ 前 年 並 ）

発 生 時 期 ：ヒ メ ト ビ ウ ン カ 第 １ 世 代成 虫 最 盛 期

６ 月 第 ３ 半 旬 （ 平 年 並 ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） 未 耕 起 田 等 で の ヒメ ト ビ ウ ン カ の 越 冬 量 は平 年 比 や や 少 な か っ た （－ ） 。
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（ ２ ） 昨 年 は 、 縞 葉 枯 病の 発 生 は 認 め て い な い 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） ヒ メ ト ビ ウ ン カ はイ ネ 科 雑 草 で 越 冬 す る ため 、 前 年 の 発 生 状 況 等 が翌 年 の 発

生 に 影 響 す る 。

（ ２ ） 縞 葉 枯 病 は 、 ヒ メト ビ ウ ン カ に よ り 媒 介 され 経 卵 伝 染 す る が 、 近 年、 縞 葉 枯

病 の 発 生 は 減 少 し てい る 。

４ ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 比 少 な い （ 前 年 比 少 ない ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） 未 耕 起 田 等 で の ツマ グ ロ ヨ コ バ イ の 越 冬 量は 平 年 比 少 な か っ た （ －） 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） ４ 齢 幼 虫 で イ ネ 科雑 草 に お い て 越 冬 す る 。

（ ２ ） 直 接 吸 汁 加 害 す る他 、 萎 縮 病 等 を 媒 介 す る。

５ イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 比 や や 多 い （ 前 年 比 やや 多 い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） 前 年 新 成 虫 の 予 察灯 へ の 誘 殺 数 は 平 年 並 ～や や 多 か っ た （ ＋ ） 。

（ ２ ） ５ 月 第 ２ 半 旬 現 在、 越 冬 世 代 成 虫 の 予 察 灯へ の 誘 殺 数 は 平 年 並 。

（ ３ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 本田 で の 発 生 量 は 平 年 比 やや 多 い （ ＋ ） 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 前 年 の 新 成 虫 が 越冬 し 、 田 植 え 後 、 水 田 に侵 入 し て 葉 を 食 害 す る 。５ 月 中 下

旬 か ら 卵 を 産 む 。

（ ２ ） ふ 化 し た 幼 虫 が 土中 で 根 を 食 害 す る 。

（ ３ ） イ ネ が 根 腐 れ す るよ う な 水 田 で は 幼 虫 の 被害 が 出 や す い の で 、 深 水を 避 け 、

根 を 健 全 に 保 つ 。

（ ４ ） 浅 水 管 理 は 成 虫 の産 卵 行 動 を 阻 害 し 、 産 卵場 所 を 制 限 す る 効 果 が ある 。

（ ５ ） 粒 剤 の 育 苗 箱 施 用の 効 果 が 高 い 。 な お 、 イネ ド ロ オ イ ム シ の 常 発 地で は 、 こ

の 方 法 で 防 除 が で きる 。

（ ６ ） 育 苗 箱 施 用 剤 を 使用 し な か っ た 場 合 や 田 植え 後 発 生 が 多 く 、 成 虫 が株 当 た り

0 .3頭 を越 え る 場 合 は 、 そ の ま ま放 置 す る と 経 済 的 被 害 が発 生 す る 。

果樹

１ ナ シ 黒 斑 病

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 比 や や 多 い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 量 は 平 年 比 多 い （ ＋ ）。

（ ２ ） 越 冬 病 原 菌 量 は 、平 年 並 。

（ ３ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く 、 降 水 量 は 平 年並 と 予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） ６ 月 か ら ７ 月 の 梅雨 期 が 感 染 最 盛 期 で あ り、 雨 が 降 り 続 く と 被 害 が多 く な る 。

（ ２ ） 袋 掛 け は 早 め に 行い 、 袋 掛 け の 直 前 に 必 ず薬 剤 を 散 布 す る 。
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２ ナ シ 黒 星 病

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 比 や や 多 い （ 前 年 並 ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 量 は 平 年 比 多 い （ ＋ ）。

（ ２ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く （ － ） 、 降 水 量は 平 年 並 と 予 想 さ れ て いる 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 発 病 適 温 は １ ５ ～２ ５ ℃ で あ る 。

（ ２ ） 雨 が 降 り 続 き 、 低温 が 続 く と 発 生 が 多 く なる 。

（ ３ ） 赤 ナ シ は 発 病 し やす い の で 、 予 防 的 に 防 除す る 。

３ ブ ド ウ べ と 病

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 比 や や 多 い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 を 認 め て い な い （ 平 年並 ） 。

（ ２ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く 、 降 水 量 は 平 年並 と 予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 発 病 適 温 は ２ ２ ～２ ５ ℃ で あ る 。

（ ２ ） ５ ～ ６ 月 に 多 雨 であ る と 多 発 生 と な る 。

（ ３ ） ハ ウ ス 栽 培 で は 、過 繁 茂 を 避 け 通 風 を よ くす る 。

４ ブ ド ウ フ タ テ ン ヒ メヨ コ バ イ

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 並 ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 量 は 平 年 並 。

（ ２ ） 前 年 秋 期 の 発 生 量は 平 年 比 や や 少 な い （ －） 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 例 年 、 山 城 地 域 の一 部 施 設 ブ ド ウ 園 で 多 発す る 。

５ カ キ 落 葉 病

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 比 や や 少 な い

予 報 の 根 拠

（ １ ） 前 年 秋 期 の 発 生 量は 平 年 比 や や 少 な い （ －） 。

（ ２ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く 、 降 水 量 は 平 年並 と 予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 潜 伏 期 間 が 長 く 、６ 月 中 旬 か ら 下 旬 に 感 染す る と 秋 に 多 発 す る 。

６ カ キ う ど ん こ 病

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 並 ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 量 は 平 年 並 。

（ ２ ） 前 年 秋 期 の 発 生 量は 平 年 比 や や 少 な い （ －） 。

（ ３ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く 、 降 水 量 は 平 年並 と 予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） ５ ～ ６ 月 が 初 発 時期 で あ る 。



- 8 -

（ ２ ） ６ ～ ７ 月 に 多 雨 であ る と 、 若 葉 に 被 害 が 現れ や す い 。

７ ハ ダ ニ 類 （ カ ン キ ツ 、ナ シ 、 ブ ド ウ ）

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 比 や や 多 い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 量 は カ ン キ ツ で 平 年 比や や 少 な い （ － ） 。

（ ２ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く （ ＋ ） 、 降 水 量は 平 年 並 と 予 想 さ れ て いる 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） カ メ ム シ 類 等 を 防除 す る た め に 、 合 成 ピ レス ロ イ ド 系 薬 剤 を 使 用 した 園 で は 、

ハ ダ ニ 類 が 多 発 す る場 合 が あ る の で 注 意 す る。

（ ２ ） 年 間 世 代 数 が 多 く、 薬 剤 抵 抗 性 が 発 達 し やす い の で 注 意 す る 。

８ カ メ ム シ 類 （ 果 樹 全 般）

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 比 や や 多 い （ 前 年 比 多い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） 越 冬 量 調 査 で は 発生 を 認 め て い る 。

（ ２ ） ５ 月 第 ２ 半 旬 現 在、 予 察 灯 へ の 誘 殺 数 は 京丹 後 で 平 年 比 や や 多 い （＋ ） 。

（ ３ ） ５ 月 第 ２ 半 旬 現 在、 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ への 誘 殺 数 は 亀 岡 で 例 年 比や や 多 い

（ ＋ ） 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 園 外 か ら 飛 来 し 局地 的 に 発 生 す る の で 、 特に 山 林 な ど の 隣 接 園 で は注 意 す る 。

９ そ の 他 の 病 害 虫

カ キ ノ ヘ タ ム シ ガ ・ カ キク ダ ア ザ ミ ウ マ

果 実 の 被 害 を 防 ぐ ため 、 開 花 終 了 後 か ら ６ 月下 旬 に か け て 防 除 す る 。

チャ

１ も ち 病

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 並 ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 を 認 め て い な い （ 平 年並 ） 。

（ ２ ） 前 年 秋 期 の 発 生 量は 平 年 比 や や 多 い （ ＋ ）。

（ ３ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く （ － ） 、 降 水 量、 日 照 時 間 は 平 年 並 と 予想 さ れ て

い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 病 斑 上 に 形 成 さ れた 担 子 胞 子 が 風 雨 で 飛 散し 、 二 番 茶 の 新 芽 に 感 染す る 。

（ ２ ） 気 温 ２ ０ ℃ 前 後 で湿 度 が 高 く 、 日 照 不 足 の条 件 下 で 多 発 す る 。

（ ３ ） 一 番 茶 摘 採 後 に 病葉 が 認 め ら れ る 園 や 常 発地 で は 注 意 す る 。

２ チ ャ ノ コ カ ク モ ン ハ マキ

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 比 や や 多 い （ 山 城 ： 前年 並 丹 波 ： 前 年 比 や や多 い ）

第 １ 世 代 幼虫 ふ 化 時 期 ： ５ 月 第 ５ 半旬 ～ ６ 月 第 １ 半 旬 （ 平 年並 ）
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予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 を 認 め て い な い （ 平 年並 ） 。

（ ２ ） フ ェ ロ モ ン ト ラ ップ へ の 誘 殺 数 は 平 年 比 やや 多 い （ ＋ ） 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 通 常 、 第 １ 世 代 幼虫 ふ 化 期 は ５ 月 末 ～ ６ 月始 め で 、 年 ４ 回 世 代 を 繰り 返 す 。

（ ２ ） ふ 化 し た 幼 虫 は 成長 す る と 、 葉 を 綴 っ て 食害 す る よ う に な り 、 薬 剤が か か り

に く く な る の で 、 ふ化 直 後 の 若 齢 幼 虫 期 の 防除 が 効 果 的 で あ る 。

３ チ ャ ノ ホ ソ ガ

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 比 や や 多 い （ 山 城 ： 前年 比 や や 多 い 丹 波 ： 前年 並 ）

第 ２ 世 代 幼 虫 ふ 化 時期 ： ６ 月 第 ２ ～ ３ 半 旬 （平 年 並 ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 第１ 世 代 の 発 生 量 は 平 年 比や や 多 い （ ＋ ） 。

（ ２ ） フ ェ ロ モ ン ト ラ ップ へ の 誘 殺 数 は 平 年 並 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 通 常 、 年 ５ 回 世 代を 繰 り 返 し 、 ５ 月 下 旬 ～６ 月 中 旬 に 第 １ 世 代 成 虫が 発 生 し

産 卵 す る 。

（ ２ ） 卵 は ３ ～ ７ 日 で ふ化 し 、 新 芽 を 加 害 す る 。

（ ３ ） 第 ２ 世 代 幼 虫 の 発生 時 期 と 二 番 茶 の 生 育 が重 な る た め 、 被 害 が 大 きく な る の

で 注 意 す る 。

４ チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウマ

予 報 内 容 発 生 量 ： 山城 平 年 比 や や 多 い （ 前年 並 ）

丹波 平 年 並 （ 前 年 比 や や少 な い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 量 は 山 城 で 平 年 比 や や多 く （ ＋ ） 、 丹 波 で 平 年並 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 主 に 二 番 茶 以 後 に増 加 し 、 夏 秋 芽 を 吸 汁 加害 す る 。

（ ２ ） 多 雨 に よ り 発 生 は減 少 す る が 、 生 息 密 度 が高 い と 多 少 の 雨 で は 影 響が 小 さ い 。

（ ３ ） 一 番 茶 期 に 密 度 が高 か っ た 地 域 で は 、 二 番茶 の 萌 芽 期 か ら 開 葉 期 に十 分 注 意

す る 。

５ カ ン ザ ワ ハ ダ ニ

予 報 内 容 発 生 量 ： 山城 平 年 比 や や 少 な い （前 年 比 少 な い ）

丹波 平 年 比 や や 多 い （ 前年 比 多 い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 量 は 山 城 で 平 年 比 少 なく （ － ） 、 丹 波 で 平 年 並。

（ ２ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く （ ＋ ） 、 降 水 量は 平 年 並 と 予 想 さ れ て いる 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） ５ ～ ６ 月 に 多 発 し、 １ ０ ～ ３ ０ ℃ の 範 囲 では 高 温 の 時 ほ ど 繁 殖 力 は高 い が 、

降 雨 に よ り 増 殖 が 抑制 さ れ る 。

（ ２ ） 通 常 、 葉 の 裏 側 に生 息 す る の で 、 薬 剤 は 葉の 裏 側 に か か る よ う に 丁寧 に 散 布

す る 。

６ チ ャ ノ ミ ド リ ヒ メ ヨ コバ イ

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 並 （ 山 城 ： 前 年 比 や や少 な い 丹 波 ： 前 年 比 少な い ）
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予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 量 は 平 年 並 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 通 常 、 二 番 茶 期 以降 、 発 生 が 多 く な る 。

（ ２ ） 二 番 茶 の 萌 芽 期 から 開 葉 期 に 加 害 さ れ る と、 新 芽 の 生 育 が 著 し く 悪く な る の

で 注 意 す る 。

７ ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ

予 報 内 容 発 生 量 ： 山 城 平 年 並 （ 前 年並 ）

丹 波 平 年 比 や や 多い （ 前 年 比 や や 少 な い ）

幼 虫 ふ 化 時 期 ： ５ 月第 ５ 半 旬 ～ ６ 月 第 １ 半 旬（ 平 年 並 ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 量 は 山 城 で 平 年 並 、 丹波 で 平 年 比 や や 多 い （ ＋） 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 年 間 ３ 回 （ 一 部 山間 部 で は ２ 回 ） 発 生 す る。 １ 回 目 の 幼 虫 ふ 化 期 は時 期 が 比

較 的 揃 っ て い る の で、 こ の 世 代 の ふ 化 幼 虫 を対 象 と す る 防 除 は 一 年 中で 最 も 効

果 的 で あ る 。 な お 、標 高 の 高 い と こ ろ で は ふ化 が １ ０ 日 程 度 遅 れ る 。

（ ２ ） 薬 剤 散 布 は 株 内 部の 枝 に 十 分 か か る よ う に行 う 。

８ ミ カ ン ト ゲ コ ナ ジ ラ ミ

ミ カ ン ト ゲ コナ ジ ラ ミ は 、平 成 １ ６ 年 ８月 に 京 都 府 で、 国 内 で 初 めて チ ャ へ の 寄

生 が 確 認 さ れ、 分 布 が 拡 大し て い る 。 ５月 中 旬 の 巡 回調 査 で は 、 山城 地 域 の 多 くの

園 で 幼 虫 ・ 成虫 を 確 認 し 、多 発 園 も 認 めた 。

発 生 生 態 及 び防 除 上 注 意 すべ き 事 項

（ １ ） 成 虫 の発 生 時 期

年 に ４ 回発 生 し 、 越 冬世 代 は ４ 月 下旬 ～ ５ 月 中 旬に 発 生 す る 。

（ ２ ） 対 策

農 薬 に よる 防 除 適 期 は若 齢 幼 虫 期 であ り 、 １ 回 目の 防 除 適 期 は６ 月 上 旬 か ら中

旬 頃 （ 越冬 世 代 成 虫 の飛 翔 が 落 ち つい た 頃 ） と 予測 さ れ る の で、 こ の 時 期 に防

除 す る 。成 虫 発 生 期 の散 布 で は 密 度抑 制 効 果 が 不十 分 で あ る 。

（ ３ ） 登 録 のあ る 薬 剤

・ ハ チ ハ チ乳 剤 （ 1, 000倍 、摘 採 1 4日 前 まで ／ 1回 ）

・ ア プ ロ ード 水 和 剤 （ 1,0 00倍 、 摘 採 14日前 ま で ／ 2回 以 内 ）

・ ア プ ロ ード エ ー ス フ ロア ブ ル （ 1,0 00倍、 摘 採 14日 前ま で ／ １ 回 ）

９ そ の 他 の 病 害 虫

ツ マ グ ロ ア オ カ ス ミ カ メ

一 番 茶 期 に 被 害 を 受け た 地 域 で は 、 二 番 茶 の萌 芽 期 か ら 開 葉 期 に 十 分注 意 す る 。
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野菜

１ 疫 病 ・ 褐 色 腐 敗 病

（ カ ボ チ ャ 、 ス イ カ 、キ ュ ウ リ 、 ト マ ト 、 ナ ス、 ト ウ ガ ラ シ な ど ）

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 並 ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 を 認 め て い な い （ 平 年並 ） 。

（ ２ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く 、 降 水 量 は 平 年並 と 予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 水 に よ り ま ん 延 する こ と が 多 い の で 、 ほ 場の 排 水 に 努 め る 。 特 に 降雨 時 の 地

表 水 を 速 や か に 排 水す る 。

（ ２ ） マ ル チ を 行 っ て 、は ね 上 げ 伝 染 を 防 ぐ 。 また 、 溝 に 落 ち て 浸 水 し たと 思 わ れ

る 蔓 は 摘 除 し て 、 ほ場 外 へ 持 ち 出 し 処 分 す る。

２ キ ュ ウ リ べ と 病

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 並 ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 を 認 め て い な い （ 平 年並 ） 。

（ ２ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く 、 降 水 量 は 平 年並 と 予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 曇 雨 天 が 続 く と 初発 生 及 び ま ん 延 期 が 早 くな る 。

（ ２ ） 肥 切 れ し た り 草 勢が 衰 え な い よ う に 肥 培 管理 に 注 意 す る 。

３ 斑 点 細 菌 病 （ キ ュ ウ リ、 ト ウ ガ ラ シ ）

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 並 ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 を 認 め て い な い （ 平 年並 ） 。

（ ２ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く 、 降 水 量 は 平 年並 と 予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 降 雨 等 に よ り 病 原細 菌 が 飛 散 し 、 葉 及 び 果実 の 気 孔 等 か ら 入 っ て 発病 す る 場

合 が 多 い 。

（ ２ ） 曇 雨 天 が 続 く と 急速 に ま ん 延 す る の で 、 気象 の 変 化 に 注 意 す る 。

（ ３ ） 発 生 し て か ら で は防 除 が 困 難 と な る の で 、予 防 防 除 が 重 要 で あ る 。

４ う ど ん こ 病 （ キ ュ ウ リ、 カ ボ チ ャ 、 ト マ ト 、 トウ ガ ラ シ な ど ）

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 並 ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 施設 栽 培 の ト マ ト で 発 生 を認 め て い る 。

（ ２ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く 、 降 水 量 は 平 年並 と 予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 初 発 生 時 期 が 早 いと 多 発 し 、 被 害 が 大 き くな る 。

（ ２ ） ト ウ ガ ラ シ 類 で は、 ハ ダ ニ 類 の 被 害 と 類 似し て お り 判 断 が つ き に くい の で 十

分 注 意 す る 。
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５ ネ ギ さ び 病

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 比 や や 多 い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 を 認 め て い な い （ 平 年並 ） 。

（ ２ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く 、 降 水 量 は 平 年並 と 予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 春 か ら 初 夏 に 発 生が 多 く 、 九 条 ネ ギ は 発 病し や す い 。

６ ア ブ ラ ム シ 類 と モ ザ イク 病

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 比 や や 多 い （ 前 年 比 やや 多 い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 アブ ラ ム シ 類 の 発 生 量 は 平年 並 。

（ ２ ） ５ 月 第 ３ 半 旬 現 在、 黄 色 水 盤 へ の 誘 殺 数 は例 年 比 多 い （ ＋ ） 。

（ ３ ） 農 業 改 良 普 及 セ ンタ ー 等 か ら の 情 報 で は 多発 ほ 場 が 認 め ら れ て い る（ ＋ ） 。

（ ４ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く （ ＋ ） 、 降 水 量は 平 年 並 と 予 想 さ れ て いる 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） ア ブ ラ ム シ 類 に は直 接 吸 汁 加 害 す る だ け でな く 、 モ ザ イ ク 病 を 媒 介す る も の

も い る 。

（ ２ ） 通 常 、 無 翅 虫 で 集団 加 害 す る が 、 密 度 が 高ま る と 有 翅 虫 が 現 れ て 分散 ・ 飛 来

し 、 発 生 が 拡 大 す る。

（ ３ ） 高 温 、 乾 燥 が 続 くと 発 生 が 多 く な る 。

（ ４ ） キ ュ ウ リ の 急 性 萎凋 症 の 発 生 の 多 い と こ ろで は 、 ア ブ ラ ム シ 類 の 飛来 に 特 に

注 意 す る 。

７ ハ ダ ニ 類 （ 果 菜 類 ）

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 比 や や 多 い （ 前 年 比 やや 多 い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 量 は 平 年 並 。

（ ２ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く （ ＋ ） 、 降 水 量は 平 年 並 と 予 想 さ れ て いる 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 高 温 、 乾 燥 が 続 くと 、 発 生 が 増 加 す る 。

（ ２ ） ハ ウ ス 栽 培 で は 、天 候 の 如 何 に 関 わ ら ず 増殖 し や す い 。

８ ア ザ ミ ウ マ 類 （ 果 菜 類）

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 比 や や 少 な い）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 量 は 平 年 並 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） ア ザ ミ ウ マ 類 に は直 接 加 害 す る だ け で な く、 ウ イ ル ス 病 を 媒 介 す る種 も い る 。

９ コ ナ ガ （ ア ブ ラ ナ 科 野菜 ）

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 比 や や 少 な い （ 前 年 比少 な い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 キャ ベ ツ で の 発 生 量 は 平 年比 や や 少 な い （ － ） 。
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（ ２ ） フ ェ ロ モ ン ト ラ ップ へ の 誘 殺 数 は 、 平 年 比や や 少 な い （ － ） 。

（ ３ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く 、 降 水 量 は 平 年並 と 予 想 さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 防 虫 ネ ッ ト 等 を 利用 し 、 物 理 的 防 除 に 努 める 。

（ ２ ） 年 間 の 発 生 回 数 が多 く 、 各 発 育 段 階 （ 卵 、幼 虫 、 蛹 、 成 虫 ） が 混 在す る 。

１０ ネ ギ ハ モ グ リ バ エ

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 比 や や 多 い （ 前 年 比 多い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 量 は 平 年 並 。

（ ２ ） 向 こ う １ か 月 の 気温 は 高 く （ ＋ ） 、 降 水 量は 平 年 並 と 予 想 さ れ て いる 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） ５ ～ ６ 月 が 少 雨 の年 に 多 発 し や す い 。

（ ２ ） 発 生 の 目 立 つ ほ 場も 認 め ら れ る の で よ く 見回 り 注 意 す る 。

１１ ネ ギ ア ザ ミ ウ マ

予 報 内 容 発 生 量 ： 平年 並 （ 前 年 比 や や 少 な い）

予 報 の 根 拠

（ １ ） ５ 月 中 旬 現 在 、 発生 量 は 平 年 並 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

（ １ ） 年 間 、 １ ０ 世 代 以上 く り 返 し 、 葉 の 表 層 を食 害 、 か す り 状 の 食 害 痕を 残 す 。

（ ２ ） 葉 鞘 分 岐 部 や 葉 折れ の 内 側 に 多 く 寄 生 す る。

１２ ト マ ト 黄 化 葉 巻 病

ト マ ト 黄 化 葉 巻 ウ イ ルス （ T YL CV： T om at o Y ell ow Le af C ur l V ir us） の 感 染

に よ り 引 き 起 こ さ れ る 病気 で あ る 。 平 成 １ ７ 年 １２ 月 に 府 南 部 の 抑 制 栽 培ト マ ト で

発 生 が 確 認 さ れ た 。

最 近 で は 、 平 成 ２ ０ 年１ 月 に 発 生 を 確 認 し て おり 、 今 後 と も 注 意 が 必 要で あ る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意す べ き 事 項

ト マ ト 黄 化 葉 巻 病 の発 生 ・ 拡 大 を 防 ぐ た め には 、 「 ト マ ト 黄 化 葉 巻 ウイ ル ス の

伝 染 環 を 絶 つ 」 こ と が重 要 で あ る 。 そ の た め には 、 防 虫 ネ ッ ト や 黄 色 粘着 ロ ー ル

及 び 農 薬 等 を 組 み 合 わせ た 「 総 合 的 害 虫 管 理 」が 有 効 と な る 。

防 除 対 策 の 基 本 事 項

・ 施 設 内 に ウ イ ル ス ・ コナ ジ ラ ミ を 「 入 れ な い 」。

・ 施 設 内 ・ 施 設 周 辺 の コナ ジ ラ ミ を 「 増 や さ な い」 。

・ 施 設 内 か ら コ ナ ジ ラ ミを 施 設 外 に 「 出 さ な い 」。

（ １ ） タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ類 を 介 し て 伝 染 す る の で、 発 生 状 況 に 注 意 す る 。

（ ２ ） 苗 を 購 入 す る 時 は、 コ ナ ジ ラ ミ 類 が 寄 生 して い な い か 、 先 端 部 の 葉が 黄 色 く

な っ て 表 側 が 巻 い てい な い か を 確 認 し 、 健 全な 苗 を 植 え 付 け る 。

（ ３ ） 発 病 し た 株 に つ いて は 抜 き 取 り 、 袋 に 入 れて 密 封 し て 枯 死 さ せ る か土 中 に 埋

め て 処 分 す る 。

（ ４ ） 野 良 生 え ト マ ト も重 要 な 伝 染 源 と な る の で、 自 生 し た ト マ ト は 除 去す る 。

（ ５ ） 開 口 部 （ サ イ ド 、出 入 口 、 天 窓 等 ） す べ てを ０ ． ４ ㎜ 目 合 い の 防 虫ネ ッ ト で

被 覆 す る 。 出 入 口 は２ 重 に 被 覆 す る 。

（ ６ ） 黄 色 粘 着 ロ ー ル をハ ウ ス 周 囲 及 び 開 口 部 に展 張 す る 。

（ ７ ） 近 紫 外 線 カ ッ ト フィ ル ム を 使 用 す る 。
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（ ８ ） コ ナ ジ ラ ミ 類 に 対す る 発 生 初 期 の 防 除 を 徹底 す る 。 薬 剤 で 防 除 す る場 合 は 、

葉 裏 ま で て い ね い に散 布 す る 。

（ ９ ） 同 一 系 統 の 薬 剤 の連 用 は 薬 剤 感 受 性 の 低 下に つ な が る た め 、 ロ ー テー シ ョ ン

防 除 を 実 施 す る 。

（ 1 0） 天 敵 や 微 生 物 農 薬を 有 効 利 用 す る 。

（ 1 1） ラ ノ ー テ ー プ を 使用 す る 場 合 は 、 定 植 直 後か ら 使 用 す る 。

（ 1 2） 黄 色 粘 着 板 を 吊 り下 げ て 、 コ ナ ジ ラ ミ 類 の発 生 を 把 握 す る 。

１３ タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類 は世 界 中 に 分 布 し 、 多 く のバ イ オ タ イ プ （ 形 態 的 な区 別 が 難

し く 、 遺 伝 的 、 生 物 学 的に 異 な る 系 統 ） が 存 在 する 。 本 州 で は 在 来 系 統 （バ イ オ タ

イ プ Ｊ ｐ Ｌ ） 、 バ イ オ タイ プ Ｂ （ 従 来 の シ ル バ ーリ ー フ コ ナ ジ ラ ミ ） 、 バイ オ タ イ

プ Ｑ が 確 認 さ れ て い る 。バ イ オ タ イ プ Ｑ は 平 成 １７ 年 に 国 内 で 確 認 さ れ た侵 入 害 虫

で 、 発 生 確 認 後 各 地 で 発見 さ れ る よ う に な り 、 平成 ２ ０ 年 ２ 月 に は ３ ７ 都府 県 に 分

布 を 拡 大 し て い る 。

農 業 総 合 研 究 所 と 病 害虫 防 除 所 が 行 っ た コ ナ ジラ ミ 類 分 布 調 査 で は 、 タバ コ コ ナ

ジ ラ ミ 類 は 京 都 府 全 域 に発 生 し 、 特 に 夏 以 降 発 生が 増 加 す る こ と が わ か った 。 平 成

１ ７ 年 に は バ イ オ タ イ プＱ が 府 内 で 初 め て 山 城 で確 認 さ れ 、 平 成 １ ９ 年 には 福 知 山

市 ま で 発 生 地 域 が 拡 大 した （ 平 成 １ ９ 年 １ １ 月 ６日 付 け 防 除 所 ニ ュ ー ス 第１ ４ 号 参

照 ） 。

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類 は薬 剤 感 受 性 が 低 く 難 防 除害 虫 と い わ れ て い る こ とか ら 、 総

合 的 な 防 除 対 策 （ ト マ ト黄 化 葉 巻 病 参 照 の こ と ）が 必 要 で あ る 。

花き（キク）

１ 白 さ び 病 、 黒 斑 病 、 褐斑 病

ほ 場 を よ く 見 回 り 、発 生 を 認 め た ら 、 被 害 葉を 摘 み 取 る と と も に 、 薬剤 を 散 布

す る 。

※ 病 害 虫防 除 に つ い て は 、 病 害 虫 防 除 所 ・ 最 寄 り の 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー 又 は 農

協 に ご相 談 く だ さ い 。

詳 し い 農 薬 情 報 は 、農 林 水 産 省 ホ － ム ペ － ジの 「 農 薬 コ － ナ － 」 を ご覧 下 さ い 。

ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス ht tp :/ /www .maff .go . jp /no uy aku /
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農 業 改 良 普 及 セ ンタ ー 電 話 番 号 一 覧

・ 京 都 乙 訓 農 業改 良 普 及 セ ン タ ー ０７ ５ － ３ １ ５ － ２ ９ ０ ６

・ 山 城 北 農 業改 良 普 及 セ ン タ ー ０７ ７ ４ － ６ ２ － ８ ６ ８ ６

・ 山 城 南 農 業改 良 普 及 セ ン タ ー ０７ ７ ４ － ７ ２ － ０ ２ ３ ７

・ 南 丹 農 業改 良 普 及 セ ン タ ー ０７ ７ １ － ６ ２ － ０ ６ ６ ５

・ 中 丹 東 農 業改 良 普 及 セ ン タ ー ０７ ７ ３ － ４ ２ － ２ ２ ５ ５

・ 中 丹 西 農 業改 良 普 及 セ ン タ ー ０７ ７ ３ － ２ ２ － ４ ９ ０ １

・ 丹 後 農 業改 良 普 及 セ ン タ ー ０７ ７ ２ － ６ ２ － ４ ３ ０ ８

農 作 物 病害 虫 情 報 サ － ビ ス

・ テ レ ホ ン サ ー ビ ス

０ ７ ７ １ － ２３ － ６ ４ ４ ２

・ ホ ー ムペ ー ジ ア ド レ ス

h tt p: // www .p re f. ky oto .j p/ by og ai/

京都府病害虫防除所

〒 6 21－ 0 80 6京 都 府 亀 岡 市 余 部町 和 久 成 ９

TE L 0 771 -2 3- 95 12

FA X 0 771 -2 3- 65 39


